
 

「公共施設利用料現状維持」を求める陳情  

      （総務委員会付託） 

 

受 理 番 号  第 １１８ 号の１       受理年月日 令和８年９月１６日 

                      付託年月日 令和８年９月３０日 

陳  情  者  ・・・・・・・・・・  

       ・・・・・・・・・・  

 

陳 情 原 文  現在、生活必需品のありとあらゆる品物が異常な高騰状況にありま

す。実質賃金は上がらず、逆に介護保険料、国民保険料、公共料金などは値上げ

され続けています。区民の生活は厳しさを増すばかりです。  

アンケートで「中サービス・中負担」が多数の賛成を得たと『２１００年の江

戸川区（共生社会ビジョン）』の施策が順次実施されています。少子高齢化、人口

減が予想される２２世紀に向け『共生社会ビジョン』を持つことは施策の方向性

を明確化し施策の効率化を図るためにも必要なことです。しかし、今の状況下で

区民に負担増を求めていくことは区政にとってプラスになることでしょうか。こ

ういう時代でこそ、人と人のつながり、コミュニティ関係を強め地域力を高める

施策が必要ではないでしょうか。  

区民が安心して生活ができ、魅力的な江戸川区・住みたい街と言われるような

江戸川区であってほしいと願っています。２２世紀江戸川区を明るい住みよい区

にするには『共生社会ビジョン』をみんなで考え、意見を出し合い、よりよい内

容にしていくことが必要ではないでしょうか。  

『共生社会ビジョン』の受益者負担の適正化について、下記のとおり陳情いた

します。 

 

記 

 

公共施設利用料の値上げをしないこと。 

 

 


